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台
風
２
１
号
に
よ
り
大
阪
府
は
深
刻
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。関
西
電
力
管
内（
２
府
６
県
）の
停
電
は
最
大

時
２
１
８
万
軒
に
も
の
ぼ
り
、北
海
道
地
震
の
２
９
５

万
軒
に
匹
敵
す
る
規
模
で
す
。し
か
も
復
旧
に
は
、か
な

り
の
日
数
が
必
要
で
し
た
。そ
の
原
因
や
背
景
の
調
査
・

検
証
も
急
務
で
す
。大
阪
府
南
部
で
は
、多
く
の
住
宅
で

瓦
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
が
、「
瓦
業
者
が
少
な
く

（
ふ
き
替
え
は
）１
年
半
後
に
な
る
と
言
わ
れ
た
」な
ど

の
声
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、大
阪
府
の
松
井
知
事
が
中
部
国
際
空
港

か
ら
外
遊
に
飛
び
立
ち
ま
し
た
。９
月
８
日
の
知
事
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
は「
明
日
か
ら
万
博
誘
致
活
動
で
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
イ
タ
リ
ア
に
出
張
致
し
ま
す
。

災
害
を
克
服
し
大
阪
関
西
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
大
阪

万
博
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」と
あ
り
ま
す
。し

か
し
、万
博
誘
致
が
災
害
克
服
と
ど
う
関
係
が
あ
る
の

か
？
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
、「
私
た
ち
を
放
り
出
し
て
い
く

の
？
」「
大
阪
府
民
は
眼
中
に
な
し
。あ
る
の
は
賭
博
場
」

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
飛
び
か
い
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
に
大
阪
府
が
カ
ジ
ノ
や
万
博
の
誘
致
を

め
ざ
す
夢
洲
で
は
、
積
み
上
げ
て
あ
っ
た
長
さ
１
０

メ
ー
ト
ル
以
上
の
コ
ン
テ
ナ（
約
３
〜
４
ト
ン
）が
折
り

重
な
る
よ
う
に
崩
れ
、近
く
の
南
港
で
も
海
運
会
社
の

屋
根
の
鉄
骨
が
崩
壊
し
ま
し
た
。大
阪
府
は
、十
分
な
海

抜
が
あ
る
と
し
て
、「
災
害
時
も
安
心
」と
強
調
す
る
も

の
の
、こ
ん
な
場
所
に
、集
客
施
設
を
つ
く
っ
て
本
当
に

大
丈
夫
か
と
、専
門
家
が
疑
念
を
抱
く
の
も
当
然
で
す
。

大
規
模
に
浸
水
し
た
関
西
国
際
空
港
に
対
し
て
も
、

地
盤
沈
下
や
高
潮
に
よ
る
被
害
の
懸
念
が
早
く
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。幸
い
今
回
は
早
期
に
再
開
で
き

た
と
は
い
え
、万
博
誘
致
の
た
め
に
急
い
だ
と
す
れ
ば
、

大
い
に
不
安
が
残
り
ま
す
。

児童生徒の増加に見合った
　　　           支援学校の増設を

　
と
り
く
み
の
報
告
で
山
内
副
委
員
長

は
、
記
者
会
見
を
開
い
て
以
降
、
府
内

の
労
働
組
合
や
さ
ま
ざ
ま
な
民
主
団
体

に
出
向
い
て
署
名
の
協
力
を
呼
び
か
け

る
な
か
で
、
大
阪
の
教
育
現
場
の
状

況
、と
り
わ
け
支
援
学
級
や
支
援
学
校

の
児
童
生
徒
の
急
増
や「
過
大
・
過
密
」

の
実
態
を
訴
え
る
と
、「
支
援
学
校
の

状
況
を
初
め
て
知
っ
た
」「
人
権
問
題

で
す
ね
」「
そ
ん
な
状
況
で
さ
ら
に
詰

め
込
み
の
方
針
を
出
す
な
ん
て
許
せ
な

い
」
な
ど
、
支
援
学
校
増
設
運
動
の
共

感
が
広
が
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、府
議
会
議
員
各
会
派
の
議
員
と

の
懇
談
で
、
通
学
区
域
割
の
変
更
に

よ
っ
て
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
教
室

訴
え
れ
ば
広
が
る
学
校
増
設

転
用
の
実
態
を
知
ら
な
か
っ
た
な

ど
、
議
員
か
ら
こ
の
問
題
を
重
く

受
け
止
め
て
、
議
会
や
委
員
会
で

質
問
し
た
い
と
の
や
り
と
り
が

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
北
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
の
と
り
く
み

報
告
を
行
っ
た
鈴
木
執
行
委
員
は
、

連
帯
あ
い
さ
つ

大
障
教
新
校
整
備
運
動
決
起
集
会

枚
方
の
支
援
学
校
建
設
運
動
の
経

験
や
今
夏
の
と
り
く
み
の
経
験
を

通
し
て
、
府
議
会
議
員
要
請
や
署

名
運
動
の
役
割
を
強
調
し
、
府
内

全
域
で
各
分
会
が
主
体
的
に
活
動

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

行
動
提
起
で
久
保
書
記
長
は
、

①
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
長
と
の

懇
談
、
②
ア
ピ
ー
ル
を
活
用
し
た

全
教
職
員
と
の
対
話
と
学
習
、
③

全
教
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族
分
の

署
名
を
は
じ
め
、
街
頭
宣
伝
署
名

や
各
分
会
で
創
意
工
夫
し
た
署
名

活
動
な
ど
を
提
起
し
、「
私
た
ち
の

が
ん
ば
り
で
学
校
増
設
を
す
す
め
、

未
来
の
障
害
児
教
育
を
切
り
開
こ

う
」と
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　教育基本法第４条では、教育の機会均等がうたわれ、２項には「国

及び地方公共団体は、障害のある者が、その障害の状態に応じ、十分

な教育を受けられるよう、教育上必要な支援を講じなければならない」

と規定されているにも関わらず、「過大・過密」の学校に押し込められ

る子や高等部に上がるときに遠くの学校に転校さられせる子、一方で

１２年間の一貫教育を受けられる子もいる。これで機会均等と言える

のか。教育の中や障害に差別を持ち込むもので許すことはできません。

障連協　塩見さん

保護者からの訴え

○全学部で児童生徒が増え、多目的室や図書室もなくなり、これ以上転　

用できる部屋がないので圧縮学級で詰め込まれています。パニックになっ

た子がクールダウンできる部屋もありません。一般校でこのような教室転

用は許されるのでしょうか。これは行政によるいじめで人権侵害だと思い

ます。

○地元の支援学校に通っていましたが突然通学区域割が変更され、小４の

ときに遠くの支援学校に転校させられました。子どもはその事実をうまく

理解できず、毎日泣いて帰ってきました。毎日１時間以上バスに乗って

通っています。いびつな人数合わせの校区再編はやめてください。

○同じ市に住みながら道路１本隔てただけで、遠く離れた支援学校に通わ

されています。４つの市から集められているので学年に同じ市の方が居ま

せん。福祉のことや進路のことなど情報共有もできず、取り残されるよう

な不安を抱えています。できて間もない学校なのに教室転用するのは学校

が足りないからです。学校を建ててください。

　
９
月
７
日
、大
障
教
新
校
整
備
運
動
決
起
集
会
を
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
で

開
催
し
、４
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。障
連
協
の
塩
見
事
務
局
長
と
支
援

学
校
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
る
保
護
者
３
人
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、「
過
大
・
過
密
」
状
態
で
劣
悪
な
教
育
環
境
に
お
か
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
教
育
条
件
整
備
、支
援
学
校
増
設
に
向
け
て
運
動
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
を
参
加
者
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

力強い連帯のあいさつ
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１
．
こ
の
間
の

「人
事
取
扱
要
領
」
に
関
す
る
経
過

介護 ・教育 ・健康、 指導の継続性など、 切実な事情を尊重せよ
２
０
１
９
年
度 

人
事
異
動
方
針
を
発
表

２
．
人
事
異
動
に
関
す
る
大
障
教
の
基
本
的
考
え

３
．
人
事
調
書
記
入
に
あ
た
っ
て

府教委

教
員
人
事
に
つ
い
て
府
教
委
は
、
１

９
９
８
年
度
当
初
人
事
に
お
い
て
「
新

規
採
用
以
来
現
任
校
４
年
以
上
勤
務

者
」「
現
任
校
１
０
年
以
上
勤
務
者
」
を

異
動
対
象
者
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

後
、
年
限
基
準
を
段
階
的
に
短
縮
す
る

な
ど
、
様
々
な
改
悪
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
度
当
初
人
事
で
は
、

府
立
学
校
を
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
障
害
児
学
校
の
専
門
性
の
否
定
に

つ
な
が
る
「
新
規
採
用
後
３
校
目
ま
で

に
、
原
則
と
し
て
異
な
る
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
経
験
す
る
も
の
と
す
る
」
と

の
大
改
悪
を
行
う
と
同
時
に
、
「
予
定

者
通
知
」
の
前
に
実
施
さ
れ
て
い
た

「
候
補
者
通
知
」
を
な
く
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
に
は
、
「
１
校
に
お

け
る
在
籍
期
間
」
と
し
て
「
原
則
１
５

年
」
を
明
記
す
る
な
ど
、
府
障
教
（
当

時
）
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、「
人
事
取

扱
要
領
」
の
改
訂
を
強
行
し
ま
し
た
。

教
職
員
人
事
（
実
習
教
員
、
給
食
調

理
員
、
技
師
・
技
能
員
）
に
つ
い
て
も
、

２
０
０
３
年
度
当
初
人
事
よ
り
「
現
任

校
７
年
以
上
」
、
０
８
年
度
当
初
人
事

か
ら
は
「
４
年
以
上
」
を
異
動
対
象
者

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
２
年
度
当
初

人
事
よ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
務
員
を

人
事
取
扱
要
領
の
適
用
と
し
て
い
ま

す
。

希望と納得に基づく公正で
民主的な人事異動の確立を！

　
府
教
委
は
、
９
月
１
２
日
の
校
長
会
で
、
２
０
１
９
年
度
の
「
人
事
取

扱
要
領
」
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
府
教
委
の
説
明
に
よ
る
と
、

２
０
１
９
年
度
の
「
人
事
取
扱
要
領
」
は
、
２
０
１
８
年
度
の
「
人
事
取

扱
要
領
」
か
ら
の
大
き
な
変
更
は
な
く
、「
直
轄
強
制
異
動
」
と
呼
ば
れ
る

府
教
委
人
事
の
本
質
は
何
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
障
教
は
引
き
続
き
、

障
害
児
教
育
の
専
門
性
の
低
下
や
、
教
職
員
の
業
務
負
担
増
に
つ
な
が
る

人
事
異
動
や
、
人
事
を
通
じ
た
教
職
員
の
管
理
強
化
に
は
反
対
の
立
場
を

貫
き
、
「
本
人
の
希
望
と
納
得
に
も
と
づ
く
人
事
」
「
公
正･

民
主
的
な
人

事
」
を
求
め
て
と
り
く
み
ま
す
。

直
轄
強
制
人
事
異
動
の
ね
ら
い
は
、

教
育
行
政
が
、
学
校
や
教
職
員
へ
の
管

理
と
支
配
を
い
っ
そ
う
強
め
、
政
府
や

府
教
委
が
決
め
た
教
育
政
策
を
学
校
に

徹
底
す
る
こ
と
に
あ
る
と
大
障
教
は
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
人
事
異
動
と
は
、
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
行
う

べ
き
も
の
で
す
。
人
事
異
動
を
特
定
の

施
策
推
進
や
教
職
員
の
管
理
統
制･

教

職
員
削
減･

退
職
の
強
要
な
ど
に
利
用

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

異
動
対
象
者
の
年
限
基
準
短
縮
に

伴
い
、
府
立
支
援
学
校
で
は
、
教
職
員

の
入
れ
替
わ
り
が
早
ま
り
、
引
継
ぎ
が

十
分
に
で
き
な
い
中
で
責
任
の
重
い
仕

事
を
こ
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
が
長

時
間
過
密
労
働
を
生
み
出
す
要
因
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
人
事
異
動
の
問
題
は
、
教
職
員
の

業
務
負
担
負
担
増
に
大
き
く
関
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
障
教
は
「
本

人
の
希
望
と
納
得
に
も
と
づ
く
人
事
」

「
公
正･

民
主
的
な
人
事
」
が
大
原
則
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
２
月
２
日
に
行
っ
た
課
別
交
渉

で
大
障
教
は
、
各
学
校
の
専
門
性
を
考

慮
し
た
人
事
異
動
を
行
う
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
を
は

か
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
府
教
委
は
「
人
事
異
動
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
各
学
校
に
お
け
る
専

門
性
等
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
円
滑
な

運
営
体
制
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
個
々
の
事
情
に
つ
い
て
も
で
き
る

限
り
把
握
し
た
う
え
で
適
切
に
対
処
し

て
ま
い
り
た
い
」
な
ど
と
説
明
し
て
い

ま
す
。

４
．
人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

①
人
事
調
書
は
、
人
事
異
動
を
前
提
に

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

②
特
記
事
項
に
は
、
「
異
動
希
望
は
な

い
」
「
肢
体
不
自
由
校
以
外
へ
の
異
動

は
希
望
し
な
い
」
な
ど
、
自
分
の
意
志

を
明
確
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

③
特
記
事
項
に
書
き
切
れ
な
い
場
合
、

「
別
紙
に
て
添
付
し
ま
す
」
と
記
入
し
、

添
付
書
類
を
校
長
・
准
校
長
に
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

④
保
育
、
介
護
や
健
康
上
の
理
由
で
、

人
事
異
動
を
「
希
望
す
る
」・「
希
望
し

な
い
」
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
て
い
ね

い
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
人
事
調
書
の
提
出
後
に
事
情
・
希
望

が
変
わ
っ
た
時
は
、
速
や
か
に
学
校
長

に
申
し
出
て
、
調
書
の
差
し
替
え
を
お

こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

校
長
・
准
校
長
に
よ
る
本
人
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
は
、
あ
い
ま
い
な
言
い
方
は
避

け
、
自
分
の
意
志
を
明
確
に
校
長
・
准

校
長
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
重
要
な
こ
と

は
「
校
長
具
申
の
内
容
」
で
す
。
校
長
・

准
校
長
に
対
し
、
本
人
希
望
を
尊
重
し

た
校
長
具
申
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

昨
年
度
は
、
３
月
１
日
に
「
異
動
予

定
者
及
び
Ｔ
Ｒ
ｙ
シ
ス
テ
ム
選
考
結
果

の
通
知
」
、
３
月
９
日
に
「
異
動
内
示

（
事
務
職
員
以
外
）
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
府
教
委
は
現
段
階
で
は
、
こ
れ
ら

の
日
程
に
つ
い
て
「
昨
年
と
大
き
く
変

わ
ら
な
い
見
込
み
」
と
し
て
い
ま
す
。


